




は　じ　め　に

このたびの市民アンケートは､次の要領で実施したものです｡

1　日　的　　市民アンケートにより､魚沼市の文化振興の方針､平成8年に

建設した魚沼市小出郷文化会館の評価､そして､それらの今後

のあり方を検討する｡

2　対　象　　市民1,000人(住民基本台帳からの無作為抽出による)

1 8歳以上男女

3　方　法　　郵送

4　時　期　　平成25年3月15日～平成25年3月31日

1

５　回収数　　338件

６　回収率　　33.8％



第１章　市民アンケートの調査結果比較

1.　調査の概要

(1)　回答者の属性

①　性別
サンプル数　　　302/338

カテゴリ 件数 ％
男 157 52.0%
女 145 48.0%
合計 302 100.0%

②　年齢別
サンプル数　　　335/338

カテゴリ 件数 ％
10代 2 0.6%
20代 16 4.8%
30代 29 8.7%
40代 40 11.9%
50代 73 21.8%
60代 89 26.6%
70歳以上 86 25.7%
合計 335 100.0%

③　居住地別
サンプル数　　　336/338

カテゴリ 件数 ％
堀之内地域 72 21.4%
小出地域 93 27.7%
湯之谷地域 46 13.7%
広神地域 68 20.2%
守門地域 38 11.3%
入広瀬地域 17 5.1%
その他 2 0.6%
合計 336 100.0%

④　職業別
サンプル数　　　333/338

カテゴリ 件数 ％
会社員 73 21.9%
公務員・団体職員 23 6.9%
会社・団体役員 10 3.0%
専業主婦 56 16.8%
自営業 42 12.6%
農林漁業 18 5.4%
家事手伝い 9 2.7%
パート・アルバイト 37 11.1%
学生 6 1.8%
その他 59 17.7%
合計 333 100.0%
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⑤　普段よく読む新聞・雑誌・ホームページ等
サンプル数　　　334/338 サンプル数　　　299/338

カテゴリ 件数 ％ カテゴリ 件数 ％
地方紙（新潟日報他） 205 61.4% 旅行 158 52.8%
市報（広報紙） 173 51.8% 料理・グルメ 120 40.1%
全国紙（朝日・読売・毎日他） 107 32.0% 映画 118 39.5%
雑誌（週刊誌・月刊誌他） 79 23.7% スポーツ 101 33.8%
パソコンホームページ 66 19.8% 寄席・演芸・お笑い 98 32.8%
越南タイムズ・小出郷新聞 50 15.0% 民謡・民舞 54 18.1%
携帯電話配信 46 13.8% 絵画 51 17.1%
マンガ（週刊誌他） 27 8.1% カラオケ 45 15.1%
スポーツ新聞 23 6.9% 写真 40 13.4%
パソコンメールマガジン 11 3.3% ポップス・ロック 34 11.4%
その他 9 2.7% 書道 32 10.7%
サンプル 334 その他 27 9.0%

短歌・俳句 26 8.7%
演劇 21 7.0%

⑥　普段よく見るテレビジャンル ミュージカル 20 6.7%

サンプル数　　　334/338 クラシック音楽・オペラ 20 6.7%
能・狂言・文楽・歌舞伎 19 6.4%

カテゴリ 件数 ％ ジャズ 18 6.0%
ニュース 246 73.7% 陶芸 16 5.4%
ドラマ 119 35.6% 文芸 12 4.0%
報道 91 27.2% モダンダンス・現代舞踊 5 1.7%
スポーツ 72 21.6% 琴・大正琴 5 1.7%
バラエティ 65 19.5% バレエ 4 1.3%
映画 40 12.0% サンプル 299
ワイドショー 36 10.8%
音楽 26 7.8%
その他 15 4.5%
サンプル 334

(2)　比較分析にあたって

２.　文化的な催しへの参加について

(1)　文化的催しに参加した回数

⑦　普段興味のある芸術鑑賞・趣味・レジャー

  平成１８年に実施された住民アンケート調査との経年比較分析を行った。回答者の属性が
同条件とは言い難いことから、分析結果はあくまで参考の域を出ないことをご了解願いま
す。

　この１年間、音楽会や演劇公演・講演
会等の文化的な催し（稽古事等含む）な
どに出かけた回数は、「１回もなし」が
３２．３％→３９．９％と増加し、全体
的にも横ばいか減少傾向が出ている。
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(2)　文化的催しへの不参加理由

３.　小出郷文化会館について

(1)　会館に行ったことがあるか

　文化的な催しに参加したことがないと
答えた人の理由は、「興味のあるものが
無い」が２７．１％→３２．６％へ５．
５％増加した。
一方で、前回理由の１位だった「時間が
取れない」は１０．８％減少した半面、
「同行者がいない」「交通手段がない」
に増加傾向が見られた。
これは、回答者の属性が前回調査では７
０歳以上は０．５％だったのに対して、
今回調査では２５．７％に増加している
のも一因と推察される。

　小出郷文化会館に行ったことが「あ
る」との回答は９２．２％と前回調査と
有意差は無く、会館が地域住民に深く浸
透している様子が窺えた。
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(2)　会館に対するイメージ

(3)　これからの会館に期待すること

　小出郷文化会館のイメージを尋ねたところ、「地域の振興とＰＲ」との回答が３４．０％
となり、前回の調査と同様に最も多かった。「気軽」２．１％増が１９．５％で２番目に
なった。
「身近」９．３％減と「憩いの場」７．３％減は同率３番目になった。
「リフレッシュ」から「高齢者や障がい者の文化活動」まで一往に増加している。

　これからの小出郷文化会館に期待することを尋ねたところ、「使いやすい利用料金」との
回答が４２．７％となり前回調査に引き続き最も多かった。「会館主催事業の内容充実」は
前回調査と同じ２番目だが、５．４％減少している。一方で「高齢者・障がい者利用の配
慮」は１１．５％増加して、目立った伸びを示した。前回調査からの５年間で、「会館主催
事業の内容充実」が図られたことが窺われ、回答者の属性では５０歳以上が７４．１％のこ
とからも、これからの文化会館に「高齢者・障がい者利用の配慮」が期待されている。
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第２章　文化会館に対する市民意識調査のクロス分析

1.　１年間の文化活動への参加について（クロス分析のみ）

(1)　参加回数　～音楽界や演劇公演・講演会等の文化的な催しなどに何回でかけましたか～

①　性別

②　年齢別

③　地域別

男女とも「１回もなし」が最も多いが、特に男性は４５．８％と、女性を約
１０％上回った。また女性の方が参加回数が多い傾向が見られた。

１回でも参加したことがある人の割合（「１回」～「１１回以上」の計）は、
若者層（１０，２０代）で低い傾向を示し、最も高かったのは７０代で、
６９．９％だった。また、今回の調査では３０代が６５．５％と前回調査より
１９．４％増加した一方、４０代、５０代が前回調査より２１．７％、２０．
１％減少した。

堀之内地域が比較的高いが、前回調査で高かった地域（小出・湯之谷・守門）
が減少した結果、地域的な偏りがなくなった傾向が窺われた。
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(2)　不参加理由　～文化的催しなどに参加しない理由（2つ以内）～

①　性別

②　年齢別

気力がない 1
高齢のため 2
寝たきり 1
足が不自由 1
足腰が不自由 1
体調が悪いため 1
体不自由 1
年寄りになったから 1
要介護度3 1

③　地域別

5 4 3 2 1

文化的催しへの不参加理由 1位 2位 3位 4位 5位

（%）

時間が取
れない

特に理由
がない

関心がな
い

興味ある
ものが無
い

開催情報
がわから
ない

費用がか
かる

近くに施
設が無い

同行者が
いない

子育て
中・子ど
もが小さ
い

交通手段
がない

その他

合計 26.5 23.5 12.9 32.6 10.6 5.3 3 9.1 4.5 5.3 9.8

男 16.7 14.6 9.4 29.2 10.4 6.3 2.1 5.2 1.0 5.2

女 21.8 14.1 9.0 17.9 3.8 1.3 2.6 6.4 7.7 6.4 9.0

10代 100

20代 16.7 11.1 27.8 11.1 11.1 11.1 11.1

30代 25.0 33.3 8.3 33.3

40代 30.4 8.7 8.7 30.4 4.3 8.7 8.7

50代 34.0 10.0 8.0 26.0 6.0 6.0 2.0 8.0

60代 20.8 20.8 8.3 22.9 10.4 2.1 2.1 4.2 6.3 2.1

70歳以上 2.9 20.6 8.8 8.8 5.9 14.7 8.8 29.4

堀之内地域 22.2 5.6 13.9 27.8 5.6 2.8 8.3 5.6 8.3

小出地域 19.3 19.3 1.8 24.6 1.8 5.3 10.5 8.8 5.3 3.5

湯之谷地域 8.0 28.0 20.0 20.0 8.0 8.0 8.0

広神地域 18.9 16.2 5.4 21.6 13.5 2.7 2.7 2.7 5.4 10.8

守門地域 26.1 21.7 4.3 17.4 8.7 4.3 4.3 4.3 8.7

入広瀬地域 12.5 12.5 12.5 25.0 12.5 12.5 12.5

その他 50.0 50.0

「興味あるものが無い」が２０，３０，４０，６０代の１位になった。また３
０代では「子育て中・子供が小さい」が同率１位となり、４０代では「時間が
取れない」が同率１位となった。５０代では「時間が取れない」が１位、「興
味あるものが無い」が２位になった。７０代では「その他」が１位、「特に理
由がない」が２位となった。

男性の１位が「興味あるものが無い」、２位は「時間が取れない」であった。
女性の１位は「時間が取れない」、２位は「興味のあるものが無い」だった。
３位は男女共に「特に理由がない」であった。

　７０歳以上の「その他」と
しては右記の記載があった。

堀之内、小出、広神の各地では「興味のあるものが無い」が最も多かった。
一方、湯之谷地域では「特に理由がない」、守門地域では「時間が取れな
い」、入広瀬地域では「開催情報がわからない」がトップとなっていた。
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(3)　文化活動を行うことへの満足感　～現在の生活（地域）の中での満足感はどの程度～

①　性別

②　年齢別

③　地域別 満たされている層は入広瀬地域が最も高く、続いて小出地域だった。満たされ
ていない層は守門地域が最も高く、続いて湯之谷地域だった。特に守門地域で
は満たされている割合が最も低かった。

男女とも、「どちらともいえない」が最も多かった。満たされている回答者の
割合（「十分満たされている」と「かなり満たされている」の計）は男女とも
２割弱、満たされていない回答者の割合（「あまり満たされていない」と「ほ
とんど満たされていない」の計）は男が３割強、女が３割弱で、女性の方が満
足感は高いように窺われる。

満たされている層は年代があがる毎に高くなり、７０代が最も高かった。７０
代は十分満たされている割合も最も高かった。
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あまり満たされていない ほとんど満たされていない わからない
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2.　魚沼市の文化振興について（クロス分析）

(1)　重要と思う事業費　～魚沼市の予算に係る経費で特に重要と思われるもの（2つ以内）～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

重要と思う事業費 1位 2位 3位 4位 5位
（%）

文化関係
事業費

教育関係
事業費

保健福祉
関係事業
費

農林関係
事業費

商工関係
事業費

観光関係
事業費

土木関係
事業費

環境関係
事業費

その他

合計 7.8 36.6 61.2 15.2 11.8 19.9 6.2 19.9 1.9

男 5.4 16.7 30.2 8.9 7.0 12.4 6.6 11.6 1.2

女 3.0 24.7 36.1 6.8 6.5 10.6 0.4 11.0 0.8

10代 33.3 33.3 33.3

20代 3.7 22.2 33.3 7.4 3.7 14.8 14.8

30代 1.9 29.6 24.1 7.4 11.1 16.7 3.7 5.6

40代 2.7 27.4 35.6 8.2 5.5 11.0 1.4 8.2

50代 2.2 19.3 30.4 5.9 10.4 15.6 3.0 12.6 0.7

60代 7.3 12.6 35.8 7.9 6.0 11.9 4.0 12.6 2.0

70歳以上 5.3 22.0 38.6 12.1 2.3 3.0 5.3 10.6 0.8

堀之内地域 5.9 18.6 33.9 10.2 3.4 9.3 2.5 12.7 3.4

小出地域 4.9 23.5 32.1 4.9 9.3 8.6 4.3 12.3

湯之谷地域 3.9 15.8 39.5 6.6 6.6 15.8 10.5 1.3

広神地域 2.4 25.2 29.9 13.4 7.9 8.7 2.4 9.4 0.8

守門地域 4.8 11.3 40.3 9.7 4.8 12.9 9.7 6.5

入広瀬地域 3.6 14.3 32.1 3.6 3.6 25.0 3.6 14.3

その他 33.3 33.3 33.3

全ての地域で「保健福祉関係事業費」が最も多かった。入広瀬地域、守門地域
湯之谷地域では「観光関係事業費」が２番目に多く、その他の地域では「教育
関係事業費」が２番目に多い結果となった。

保健福祉関係事業費との回答が６０％を超えて最も多かった。教育関係事業費
がその約６割の３６．６％、観光関係事業費と環境関係事業費が約２０％で同
率の３位で続いた。

男女とも、「保健福祉関係事業費」が最も多く、「教育関係事業費」が続いた。

３０代は「教育関係事業費」が最も多かったが、それ以外の年代は「保健福祉
関係事業費」が最も多かった。
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(2)　魚沼市の歴史的文化　～市民に継承し、活用・発展させたい歴史的な文化（2つ以内）～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

魚沼市の歴史的文化 1位 2位 3位 4位 5位
（%）

史跡、古
い神社・
民家など
歴史的遺
産

伝統的な
祭りや行
事、風俗
風習

郷土料
理、昔話
といった
生活文化

伝統的な
工芸品や
その技術

地域に継
承されて
きた伝統
芸能

棚田やは
ざ木等、
生活から
生まれた
風景

郷土の偉
人、先人
やその業
績

特にない その他

合計 30.0 52.6 27.6 14.6 21.4 13.3 8.4 6.8 2.5

男 17.6 31.1 12.7 8.2 10.2 7.4 4.9 5.7

女 14.9 26.8 20.4 8.6 14.1 7.8 3.7 2.6 1.1

10代 33.3 33.3 33.3

20代 11.1 18.5 22.2 3.7 11.1 18.5 7.4 7.4

30代 11.3 32.1 20.8 11.3 13.2 7.5 3.8

40代 14.3 31.4 17.1 7.1 10.0 10.0 4.3 5.7

50代 14.9 29.8 15.7 9.1 11.6 8.3 4.1 4.1 2.5

60代 17.0 34.0 16.3 8.8 10.2 5.4 4.1 2.7 1.4

70歳以上 22.4 26.5 10.9 7.5 15.6 5.4 7.5 3.4 0.7

堀之内地域 20.5 29.9 11.8 11.0 15.7 3.9 3.9 0.8 2.4

小出地域 16.3 31.3 16.9 6.9 8.8 10.0 6.3 3.1 0.6

湯之谷地域 9.9 33.8 22.5 8.5 8.5 4.2 5.6 7.0

広神地域 18.5 26.9 16.0 8.4 11.8 10.1 1.7 4.2 2.5

守門地域 17.5 26.3 12.3 7.0 14.0 10.5 7.0 5.3

入広瀬地域 16.7 33.3 13.3 3.3 23.3 6.7 3.3

その他 33.3 33.3 33.3

「伝統的な祭りや行事、風俗風習」との回答が半数を超えた。以下、「史跡、
古い神社・民家など歴史的遺産」、「郷土料理、昔話といった生活文化」が続
いた。

男女とも「伝統的な祭りや行事、風俗風習」が最も多く、男性は「史跡、古い
神社・民家など歴史的遺産」が２番目に多く、女性は「郷土料理、昔話といっ
た生活文化」が２番目に多かった。

２０代は「郷土料理、昔話といった生活文化」が最も多く、他の年代は全て
「伝統的な祭りや行事、風俗風習」が最も多かった。３０代、４０代、５０代
は２番目に「郷土料理、昔話といった生活文化」を上げ、２０代は「伝統的な
祭りや行事、風俗風習」、６０代、７０代は「史跡、古い神社・民家など歴史
的遺産」が２番目に多かった。

全ての地域で「伝統的な祭りや行事、風俗風習」が最も多かった。小出地域、
湯之谷地域では「郷土料理、昔話といった生活文化が２番目に多く、堀之内地
域、広神地域、守門地域では「史跡、古い神社・民家など歴史的遺産」が、入
広瀬地域では「地域に継承されてきた伝統芸能」が２番目に多かった。
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(3)　魚沼市への要望　～身近な地域での文化活動を活発にするため要望すること（2つ以内）～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

魚沼市への要望 1位 2位 3位 4位 5位

（%）

文化施設
を充実す
る

文化に関
する情報
を提供す
る

県や魚沼
市の主催
による公
演や展覧
会などの
文化事業
を実施す
る

芸術文化
団体・
サークル
の育成や
援助を行
う

指導者を
養成、派
遣する

民間の公
演活動な
どの文化
活動を支
援する

特にない その他

合計 10.1 25.5 29.2 24.2 21.1 20.1 18.9 3.1

男 6.0 19.1 15.3 14.9 14.0 14.4 13.5 2.8

女 7.2 13.9 22.9 15.7 13.9 12.6 12.6 1.3

10代 33.3 33.3 33.3

20代 13.0 17.4 13.0 17.4 13.0 17.4 8.7

30代 6.5 13.0 23.9 23.9 21.7 6.5 4.3 2 1

40代 5.2 15.5 20.7 17.2 10.3 15.5 13.8 1.7

50代 5.9 18.8 9.9 16.8 17.8 13.9 12.9 4.0

60代 3.1 16.5 25.2 15.7 12.6 11.8 13.4 1.6

70歳以上 10.7 17.4 20.7 10.7 10.7 14.0 13.2 2.5

堀之内地域 8.7 18.3 19.2 17.3 10.6 16.3 6.7 2.9

小出地域 5.6 17.5 23.8 15.4 15.4 14.7 7.0 0.7

湯之谷地域 9.7 21.0 17.7 12.9 12.9 4.8 19.4 1.6

広神地域 5.4 14.1 17.4 15.2 14.1 14.1 16.3 3.3

守門地域 3.6 16.1 14.3 21.4 14.3 10.7 17.9 1.8

入広瀬地域 9.5 4.8 19.0 9.5 19.0 14.3 19.0 4.8

その他 33.3 33.3 33.3

回答の約３割が「県や魚沼市の主催による公演や展覧会などの文化事業を実施
する」をあげ、以下「文化に関する情報を提供する」「芸術文化団体・サーク
ルの育成や援助を行う」が続いた。

男性は「文化に関する情報を提供する」が最も多く、女性は「県や魚沼市の主
催による公演や展覧会などの文化事業を実施する」が最も多かった。

「県や魚沼市の主催による公演や展覧会などの文化事業を実施する」「芸術文
化団体・サークルの育成や援助を行う」「文化に関する情報を提供する」が各
年代から求められるが、「指導者を養成、派遣する」や「民間の公演活動など
の文化活動を支援する」の要望も高まっている。

堀之内地域、小出地域、広神地域、入広瀬地域では「県や魚沼市の主催による
公演や展覧会などの文化事業を実施する」が最も多く、湯之谷地域では「文化
に関する情報を提供する」、守門地域では「芸術文化団体・サークルの育成や
援助を行う」が最も多かった。「特にない」を上げた地域も多く目立った。
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(4)　盛んになってほしい文化活動　～今後盛んになってほしい市の文化活動（2つ以内）～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

盛んになってほしい文化活動 1位 2位 3位 4位 5位

（%）

歴史や伝
統等を活
かした文
化活動が
盛んにな
ること

学校等で
の青少年
の文化活
動が盛ん
になるこ
と

地域や身
近なとこ
ろで文化
を学べる
機会や場
所が増え
ること

催し物や
学習機会
の情報
等、文化
に関する
情報が増
えること

外国や他
の地域の
文化との
交流が盛
んになる
こと

世界に通
用する一
流の芸術
家がたく
さん生ま
れるよう
になるこ
と

一流の音
楽・美
術・芸術
等の催し
がたくさ
ん開催さ
れること

アマチュ
アの人達
の文化活
動やその
発表が活
発に行わ
れること

その他

合計 22.9 34.7 35.0 17.2 9.2 3.5 28.7 21.0 3.2

男 13.4 17.6 18.5 8.8 5.9 2.1 18.1 13.0 2.5

女 12.0 21.3 22.1 9.7 5.0 1.9 14.7 11.6 1.6

10代 50.0 50.0

20代 10.7 10.7 14.3 10.7 7.1 3.6 17.9 25.0

30代 7.7 23.1 17.3 9.6 7.7 3.8 23.1 7.7

40代 11.9 20.9 23.9 7.5 10.4 1.5 10.4 11.9 1.5

50代 12.2 17.9 21.1 5.7 7.3 0.8 25.2 8.9 0.8

60代 10.1 20.3 16.9 15.5 1.4 1.4 16.2 14.9 3.4

70歳以上 21.3 21.3 22.0 7.9 3.9 3.1 7.1 11.0 2.4

1

堀之内地域 13.2 22.3 14.9 13.2 5.8 2.5 10.7 16.5 0.8

小出地域 10.9 17.9 23.7 9.0 3.8 3.2 19.2 10.3 1.9

湯之谷地域 9.6 19.2 23.3 6.8 11.0 1.4 19.2 9.6

広神地域 15.6 22.0 18.3 10.1 4.6 0.9 13.8 10.1 4.6

守門地域 16.9 18.6 22.0 8.5 3.4 1.7 13.6 13.6 1.7

入広瀬地域 12.0 20.0 16.0 12.0 28.0 12.0

その他 25.0 25.0 25.0 25.0

小出、湯之谷、守門地域では「地域や身近なところで文化を学べる機会や場所
が増えること」が最も多く、堀之内、広神地域では「学校等での青少年の文化
活動が盛んになること」が最も多く、入広瀬地域では「一流の音楽・美術・芸
術等の催しがたくさん開催されること」が最も多かった。

男女とも「地域や身近なところで文化を学べる機会や場所が増えること」が最
も多く、僅差で男性は「一流の音楽・美術・芸術等の催しがたくさん開催され
ること」女性は「学校等での青少年の文化活動が盛んになること」が多かっ
た。

２０代では「アマチュアの人達の文化活動やその発表が活発に行われること」
が最も多かったのは年齢別分析の特徴的結果であった。３０代から６０代では
「地域や身近なところで文化を学べる機会や場所が増えること」「学校等での
青少年の文化活動が盛んになること」「一流の音楽・美術・芸術等の催しがた
くさん開催されること」が多く、７０代では「歴史や伝統等を活かした文化活
動が盛んになること」も多かった。

「地域や身近なところで文化を学べる機会や場所が増えること」が最も多く、
「学校等での青少年の文化活動が盛んになること」がほぼ同割合であった。
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3.　小出郷文化会館について（全体・クロス分析）

(1)　利用の有無　～小出郷文化会館に行ったことはありますか～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別 小出地域の９７％を超える人が行ったことが「ある」は大きな数字だが、他地
域でも全て９割に迫る数字で、地域的にも広く浸透している様子が窺えた。

小出郷文化会館に行ったことのある人の割合は回答の９割を超えており、会館
が地域住民に深く浸透している様子が窺えた。

男女ともに９割以上が行ったことが「ある」と回答しているが、やや女性の方
が比率が高いように窺われる。

全ての年代が満遍なく行ったことが「あり」、会館が地域住民に広く浸透して
いる様子が窺えた。

100.0 

88.2 

89.2 

91.2 

88.6 

97.8 

91.5 

89.2 

95.5 

91.8 

95.0 

89.7 

93.8 

100.0 

94.2 

90.1 

92.2

11.8 

10.8 

8.8 

11.4 

2.2 

8.5 

10.8 

4.5 

8.2 

5.0 

10.3 

6.3 

5.8 

9.9 

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

入広瀬地域

守門地域

広神地域

湯之谷地域

小出地域

堀之内地域

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

10代

女

男

合計

文化会館に行ったことがあるか

ある ない
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(2)　来場・利用頻度　～会館への来場・利用頻度はどれ位ですか～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

男女とも約８割の人が「１年に１～５回程度」と回答した。
１年に６回以上の利用は、女性の方が多いように窺われた。

１０代（２名）を除く全ての年代で７～８割台が「１年に１～５回程度」と回
答した。また、３０代と４０代では１年に６回以上利用する人が１割を超えて
いた。

「１年に１～５回程度」が回答の８割を占めた。

小出地域、湯之谷地域では１年に６回以上利用する人が１割を超えていた。

75.0 

78.1 

82.5 

73.7 

78.0 

87.9 

86.5 

80.0 

76.1 

81.6 

73.1 

71.4 

100.0 

80.3 

79.7 

80.2

3.1 

1.6 

5.3 

7.7 

1.5 

5.4 

3.5 

3.0 

2.6 

7.7 

4.1 

3.1 

3.9

6.3 

7.9 

6.6 

1.5 

4.7 

1.5 

7.9 

7.7 

7.1 

5.4 

1.6 

3.6

100.0 

18.8 

18.8 

15.9 

13.2 

7.7 

9.1 

8.1 

11.8 

19.4 

7.9 

11.5 

21.4 

10.2 

15.6 

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

入広瀬地域

守門地域

広神地域

湯之谷地域

小出地域

堀之内地域

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

10代

女

男

合計

来場・利用頻度

1年に1～5回程度 1年に6～10回程度 1年に10回以上 その他
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(3)　来場・利用しての満足度　～これまでに来場・利用されてどの程度満足していますか～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

「まあ満足している」が約７割、「とても満足している」が２割弱を占め、回
答の約９割が会館を利用して満足していた。

「とても満足している」「まあ満足している」共に、女性が男性を上回ってい
た。女性の満足度の方が高いことが窺われた。

「とても満足している」は年代が上がるにつれ上昇した。
満足している人（「とても満足している」と「まあ満足している」の計）は３
０代で８割を割っているが、他の年代では高い満足度が窺われた。

小出郷文化会館から遠い地域で「とても満足している」が多くなっていた。
全体的には全ての地域で満足度は高かった。

26.7 

20.7 

16.9 

16.2 

15.3 

18.6 

30.4 

17.5 

14.8 

11.1 

8.3 

7.1 

18.1 

16.8 

17.8 

50.0 

60.0 

65.5 

78.0 

64.9 

71.8 

72.9 

59.4 

72.5 

72.1 

80.6 

70.8 

85.7 

50.0 

72.5 

68.9 

70.7 

50.0 

6.7 

10.3 

3.4 

10.8 

10.6 

6.8 

8.7 

6.3 

9.8 

5.6 

16.7 

7.1 

8.0 

8.4 

8.4 

6.7 

3.4 

1.7 

8.1 

2.4 

1.7 

1.4 

3.8 

3.3 

2.8 

4.2 

50.0 

1.4 

5.9 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

入広瀬地域

守門地域

広神地域

湯之谷地域

小出地域

堀之内地域

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

10代

女

男

合計

来場・利用しての満足度

とても満足している まあ満足している あまり満足していない まったく満足していない
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(4)　催し情報の入手　～会館の催し情報は何でお知りになりましたか～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

催し情報の入手先 1位 2位 3位 4位 5位

（%）

市広報
誌

手紙・ダ
イレクト
メール

友の会会
報

ポスター チラシ 新聞報道
知人から
の紹介

月刊にい
がた

月刊
キャレ
ル

Week（週
刊）・
Komachi
（月刊
誌）

その他

合計 78.6 6.2 4.0 23.3 37.0 6.2 20.5 0.6 1.2 0.9 3.1

男 44.2 3.0 2.2 15.6 20.3 4.3 7.4 3.0

女 41.9 3.5 2.4 12.8 19.4 3.1 12.8 0.7 1.4 1.0 1.0

10代 66.7 33.3

20代 30.8 19.2 30.8 3.8 3.8 3.8 7.7

30代 45.5 13.6 20.5 2.3 9.1 2.3 2.3 4.5

40代 42.3 4.2 1.4 12.7 31.0 5.6 1.4 1.4

50代 46.5 4.7 1.6 11.6 20.2 3.1 9.3 0.8 2.3

60代 40.1 4.2 3.6 17.4 15.6 4.2 12.6 0.6 0.6 1.2

70歳以上 44.0 2.8 2.8 7.8 19.9 5.0 16.3 1.4

堀之内地域 48.4 2.5 2.5 9.0 19.7 3.3 12.3 1.6 0.8

小出地域 45.3 5.6 3.1 14.3 15.5 1.2 10.6 0.6 1.2 1.2 1.2

湯之谷地域 41.0 2.6 2.6 12.8 20.5 5.1 14.1 1.3

広神地域 40.3 4.0 10.5 26.6 3.2 10.5 4.8

守門地域 35.5 1.6 3.2 17.7 17.7 6.5 16.1 1.6

入広瀬地域 45.5 3.0 21.2 27.3 3.0

その他 33.3 33.3 33.3

男女ともに「市広報誌」が４割強で最も多く、「チラシ」「ポスター」がそれ
に続き、男女差はあまり見られなかった。

全ての年代で「市広報誌」が目立って最も多かった。
２番目が「チラシ」３番目が「ポスター」だが、７０代では「ポスター」より
「知人からの紹介」が多いのが特徴的だった。

全ての地域で「市広報誌」が目立って最も多かった。
２番目は「チラシ」だが、３番目は「ポスター」と「知人からの紹介」になっ
た。

会館の催し情報は、「市広報誌」から入手する人が８割弱を占め、「チラシ」
「ポスター」が続いた。
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(5)　市民参加事業への興味　～ボランティアなどの事情運営に興味（関心）がありますか～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

「大いにある」「少しある」と、「全くない」「あまりない」がほぼ対称形のよ
うに二分された。

住民参加事業への興味（関心）が「大いにある」と回答した人の割合は男性の方
が女性よりも若干高かった。「全くない」との回答も男性が女性よりも高かっ
た。

興味（関心）の「ある」人（「大いにある」と「少しある」の計）の割合は２０
代で最も低く、６０代で最も高かった。７０代でも半数に近い人が興味（関心）
を示していた。

小出地域、守門地域で高い興味（関心）を示した。
「大いにある」が湯之谷地域で目立って低かった。
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(6)　会館のイメージ　～小出郷文化会館のイメージをお答えください（2つ以内）～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

文化会館に対するイメージ 1位 2位 3位 4位 5位
（%）

使いやすい 気軽 身近 憩いの場
地域の振
興とPR

楽しい
リフレッ
シュ

高齢者や
障がい者
の文化活
動

知的満足
子供のた
め

豪華 その他

合計 11.4 19.5 17.2 17.2 34.0 7.4 12.8 6.7 8.8 7.7 7.4 9.1

男 5.0 10.6 9.0 11.1 23.1 4.5 6.0 5.5 4.5 4.5 6.5 9.5

女 8.2 12.3 10.5 10.0 21.5 5.5 10.0 2.7 6.4 5.9 3.7 3.2

10代 33.3 33.3 33.3

20代 5.3 5.3 10.5 42.1 5.3 5.3 10.5 15.8

30代 4.8 9.5 11.9 11.9 19.0 7.1 7.1 19.0 4.8 4.8

40代 3.6 3.6 10.9 12.7 38.2 3.6 3.6 12.7 1.8 9.1

50代 6.7 7.6 11.4 8.6 24.8 5.7 10.5 3.8 6.7 2.9 5.7 5.7

60代 5.5 16.4 12.5 10.9 16.4 7.8 11.7 1.6 6.3 2.3 3.9 4.7

70歳以上 12.8 19.7 9.4 12.0 12.8 3.4 6.8 7.7 6.8 4.3 4.3

堀之内地域 5.9 16.7 10.8 9.8 22.5 2.9 7.8 4.9 5.9 4.9 2.9 4.9

小出地域 9.2 13.1 13.8 10.8 20.8 4.6 8.5 3.1 3.1 4.6 5.4 3.1

湯之谷地域 10.2 11.9 15.3 8.5 13.6 3.4 6.8 1.7 6.8 6.8 6.8 8.5

広神地域 8.0 7.0 6.0 10.0 21.0 5.0 7.0 5.0 8.0 6.0 7.0 10.0

守門地域 3.6 8.9 7.1 14.3 26.8 8.9 12.5 5.4 5.4 1.8 1.8 3.6

入広瀬地域 4.8 23.8 14.3 14.3 23.8 4.8 4.8 4.8 4.8

その他 33.3 66.7

 小出郷文化会館のイメージとしては、「地域の振興とＰＲ」との回答が３割超え
で最も多かった。「気軽」が２番目になり、「身近」「憩いの場」が同率３番目
だった。

男女とも「地域の振興とＰＲ」の回答が最も多く、「気軽」「憩いの場」「身
近」と続くが、男女間で大きな差は無かった。

１０代から６０代まで「地域の振興とＰＲ」の回答が最も多く、イメージが共通
していた。「気軽」は６０代で同率１位、７０代では単独１位であった。

湯之谷地域では「身近」が１位で、「地域の振興とＰＲ」が２位であったが、他
の全地域では「地域の振興とＰＲ」が１位であった。また入広瀬地域では「気
軽」が同率１位であった。
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(7)　出前コンサートの知名度　～出前コンサート（アウトリーチ）を知っていましたか～

◎全体 出前コンサートを約２割の人が知っていた。

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別 中高年に知名度が高いように窺われた。

③　地域別

女性の方が知っている人が多いように窺われた。

全体的に２割超えの人が「知っていた」中で、湯之谷地域での知名度が低く、入
広瀬地域は３割を超えて高かった。

31.3 

20.6 

21.2 

13.6 

20.2 

22.9 

23.1 

22.4 

24.7 

15.8 

13.8 

6.3 

22.9 

16.7 

20.4

100.0 

68.8 

79.4 

78.8 

86.4 

79.8 

77.1 

76.9 

77.6 

75.3 

84.2 

86.2 

93.8 

100.0 

77.1 

83.3 

79.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

入広瀬地域
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(8)　出前コンサートの鑑賞　～出前コンサートに行ったことがありますか～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

出前コンサートに行ったことが「ある」との回答は４割超であった。

出前コンサートに行ったことが「ある」との回答は、男性よりも女性の方がかな
り高かった。

５０，６０代で４割超、７０代以上で５割超と、中高年層で高かった。
一方１０，２０代ではゼロ、３０代は４人に１人、４０代は６人に１人の割合で
あった。

湯之谷、入広瀬、広神地域では５割超、守門地域では４割超と、旧村部で高く、
堀之内、小出は比較的低かった。
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(9)　出前コンサートを鑑賞して　～鑑賞回数、満足度、文化会館へ足を運ぶきっかけ～

◎　鑑賞回数

◎　満足度

◎　文化会館へ足を運ぶきっかけ

１回と回答した人が３９．１％で複数回鑑
賞した人が６割を超え、５回以上鑑賞した
人が２５％を超えていた。

６割を超える人が「なっている」と回答し
た。
出前コンサートが次に繋がる事業であるこ
とが窺えた。

出前コンサートに行ったことがあると回答した２８人を対象に、その鑑賞回数、満足度、
鑑賞が小出郷文化会館に足を運ぶきっかけとなっているか、を尋ねた結果をまとめてみ
た。なお、回答数が少ないことからクロス集計は行わず、全体の結果のみを取り上げた。

「とても満足している」が２５％、
「まあ満足している」が７５％であった。
鑑賞した人は全て満足している結果であっ
た。
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4.　これからの小出郷文化会館について（全体・クロス分析）

(1)　会館で開催を望むもの　～今後会館でやってほしいと思うもの（3つ以内）～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

クロス 1位　　% 2位　　% 3位　　% 4位　　% 5位　　%

映画 落語・講談 演歌

男 16.4% 10.9% 9.9% 9.5%

映画 野外コンサート 伝統芸能 落語・講談 演歌

女 19.1% 11.4% 8.3% 8.0% 7.7%

映画・落語・講談：ｸﾗｼｯｸ・ﾎﾟｯﾌﾟｽ・ﾛｯｸ

10代 20.0%

野外コンサート ポップス 落語・講談

20代 20.6% 14.7% 11.8% 8.8%

野外コンサート 映画 ポップス

30代 25.0% 17.9% 10.7% 5.4%

ポップス 落語・講談 演劇

40代 17.4% 14.0% 9.3% 8.1%

映画 野外コンサート 落語・講談 ポップス 演劇

50代 18.8% 14.6% 10.4% 7.6% 6.9%

映画 演歌 伝統芸能 落語・講談 演劇・吹奏楽演奏会

60代 18.8% 13.4% 12.9% 6.5%

演歌 落語・講談 演劇・吹奏楽演奏会

70歳以上 17.3% 14.7% 11.5% 6.4%

映画 演歌 ポップス 伝統芸能 野外コンサート

堀之内地域 18.0% 10.1% 9.4% 8.6% 7.9%

映画 落語・講談 伝統芸能 演劇 野外コンサート

小出地域 15.1% 11.7% 9.3% 8.3% 7.8%

映画 野外コンサート 落語・講談 クラシック
伝統芸能・

演歌・ﾎﾟｯﾌﾟ

ｽ・ﾛｯｸ

湯之谷地域 23.3% 19.8% 8.1% 7.0% 5.8%

映画 野外コンサート 落語・講談 伝統芸能 演劇

広神地域 20.7% 11.9% 9.6% 8.9% 8.1%

伝統芸能

守門地域 15.3% 13.9% 8.3%

映画 演歌

演劇・舞

踊・魚沼一

座公演・ﾎﾟｯ

ﾌﾟｽ

入広瀬地域 17.9% 14.3% 10.7% 7.1%

その他 33.3%

伝統芸能・落語・講談

ﾎﾟｯﾌﾟｽ・野外ｺﾝｻｰﾄ・ﾛｯｸ

今後、小出郷文化会館でやってほしいものは「映画」との回答が約４割で最も
多かった。次いで「野外コンサート」「落語・講談」「伝統芸能」が僅差で並
び、「演歌」「演劇」「吹奏楽演奏会」などが続いた。

男女ともに「映画」がトップで、男性は「落語・講談」「伝統芸能」「野外コ
ンサート」が続き、女性は「野外コンサート」「伝統芸能」「落語・講談」と
続いた。

２０，３０代の比較的に若い層は「野外コンサート」を１位に上げた。
「映画」の人気は根強くて４０代以上では１位で、２０，３０代でも２位で
あった。７０歳以上では「伝統芸能」も同率１位となった。

落語・講談・野外ｺﾝｻｰﾄ映画・演歌

伝統芸能・野外ｺﾝｻｰﾄ

伝統芸能・ｸﾗｼｯｸ・ｼﾞｬｽﾞ・

吹奏楽発表会・ﾛｯｸ

映画・野外ｺﾝｻｰﾄ

映画・ﾛｯｸ

入広瀬地域を除く全ての地域で「映画」が１位であった。守門地域では「演
歌」も同率１位であった。入広瀬地域では「伝統芸能」「落語・講談」が同率
１位で、２位は「映画」だった。

伝統芸能・映画
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(2)　出前コンサートで開催を望むもの　～今後出前コンサートでやってほしいと思うもの～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

クロス 1位　　% 2位　　% 3位　　% 4位　　% 5位　　%

映画 落語・講談 野外コンサート 伝統芸能 ポップス

男 15.2% 10.9% 9.2% 8.2% 7.6%

伝統芸能 映画 野外コンサート 落語・講談 演歌

女 14.6% 14.1% 11.5% 10.9% 9.4%

映画・落語・講談・ｸﾗｼｯｸ・ﾛｯｸ

10代 25.0%

野外コンサート ロック ポップス

20代 22.7% 18.2% 13.6% 9.1%

野外コンサート ポップス 落語・講談

30代 18.6% 14.0% 11.6% 9.3%

落語・講談 ｸﾗｼｯｸ・ﾎﾟｯﾌﾟｽ

40代 14.3% 12.2% 10.2%

映画 野外コンサート 落語・講談 ポップス 吹奏楽演奏会

50代 18.1% 16.0% 13.8% 7.4% 6.4%

映画 伝統芸能 演歌 落語・講談 野外コンサート

60代 18.5% 14.8% 13.0% 10.2% 6.5%

伝統芸能 演歌 映画 落語・講談 舞踊

70歳以上 17.4% 16.3% 15.2% 8.7% 7.6%

映画 伝統芸能 演歌

堀之内地域 19.4% 11.8% 8.6% 7.5%

伝統芸能 クラシック 野外コンサート

小出地域 13.8% 12.8% 10.1% 9.2%

野外コンサート 映画
伝統芸能・演

劇・ｸﾗｼｯｸ・演

歌・ﾛｯｸ

湯之谷地域 17.0% 14.9% 10.6% 6.4%

映画 野外ｺﾝｻｰﾄ 伝統芸能・演劇

広神地域 15.2% 13.0% 9.8% 7.6%

演歌 映画 落語・講談 舞踊・野外ｺﾝｻｰﾄ

守門地域 20.4% 16.3% 14.3% 8.2%

落語・講談

入広瀬地域 17.4% 13.0% 8.7%

その他 33.3%

今後、出前コンサートでやってほしいものは「映画」が回答の３割超を占め最
も多かった。次いで、「落語・講談」「伝統芸能」が続いた。

ﾎﾟｯﾌﾟｽ・野外ｺﾝｻｰﾄ・ﾛｯｸ

男性は「映画」が１位、「落語・講談」が２位だった。
女性は僅差で「伝統芸能」が１位、「映画」が２位だった。

「野外コンサート」「落語・講談」「映画」「伝統芸能」等の人気が高く、年
代によって期待の分野が異なった。

全地域で「映画」の人気は高いが、湯之谷地域では「野外コンサート」、守門
地域では「演歌」が期待されている。小出地域では「落語・講談」も同率１位
であった。入広瀬地域では「伝統芸能」も同率１位であった。全地域で「落
語・講談」の人気も根強い。
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(3)　会館の性格　～会館の現在とこれからについてどう思われますか～

①　現在の評価

②　これからのあり方

　約６割の人たちが４項目（Ａ～Ｄ）全てに対して「おおいにそう思う」と回答している。
また、肯定的な評価（「おおいにそう思う」と「まあそう思う」の計）を見ると、４項目（Ａ
～Ｄ）全てに対して９割を超えている。

　下記グラフのＡ～Ｄの４つの質問項目のうち、特に高い評価（「おおいにそう思う」）を得
たのは、芸術・文化振興の核施設となっている」で、その割合は回答の約３割であった。
次いで、「文化により地域を創造し発信する場となっている」が２割弱で続き、「世代や地域
の様々な交流の場となっている」、「子どもたちの感性を磨く場となっている」がそれぞれ僅
差で続いた。
　また、肯定的な評価（「おおいにそう思う」と「まあそう思う」の計）を見ると、「芸術・
文化振興の核施設となっている」が８割を超えると共に、他の３項目もバランス良く、６割を
超えている。
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Ｂ芸術・文化振興の核施設と
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おおいにそう思う まあそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない
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おおいにそう思う まあそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない
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　目的（コンセプト）に対する項目別評価

Ａ　子どもたちの感性を磨く場となっている

①　性別

②　年齢別

③　地域別

現在の評価については、肯定的意見（「おおいにそう思う」と「まあそう思
う」の計）は６割を超えている。現在の評価もこれからの期待も、女性の方が
高い数字を示した。

親世代の３０代が、現在の評価もこれからの期待も高い数字を示した。また４
０代以上では世代が上がるほど高い評価をしていた。全世代がこれからの会館
に、益々強く期待していることが窺われた。

湯之谷、広神地域では僅かに６割を切ったが、総じて肯定的な意見が多かっ
た。特に守門、入広瀬地域では肯定的な意見が約７割を占め、これからの期待
も高かった。
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おおいにそう思う まあそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない
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Ｂ　芸術・文化振興の核施設となっている

①　性別

②　年齢別

③　地域別

現在の評価で「おおいにそう思う」は７０代、６０代、３０代で多かった。
７０歳以上では１００％の人が肯定的意見であることは特筆すべきことであっ
た。これからのあり方については年代でそれほどの差は無く、「おおいにそう
思う」が６割を超えていた。

現在の評価では「おおいにそう思う」が湯之谷地域と広神地域で３割未満で、
３割を超える他地域と比べて、ややばらつきがあった。一方、これからのあり
方については、おおいにそう思う」が広神地域で６割を切ったが、他地域では
守門、入広瀬地域で７割を超え、各地域から大きな期待が寄せられている様子
が窺えた。

現在の評価については、肯定的意見（「おおいにそう思う」と「まあそう思う
」の計）が８割を超えているが、現在の評価、これからのあり方とも女性が男
性を上回り、総じて女性からの期待が大きいことが窺えた。
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Ｂ芸術・文化振興の核施設となっている（現在）

おおいにそう思う まあそう思う
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Ｃ　世代や地域の様々な交流の場となっている

①　性別

②　年齢別

③　地域別

現在の評価に対する肯定的意見も、これからの会館のありようについての肯定
的意見も、女性の評価と期待共に男性を上回っていた。

現在の評価に対する肯定的意見は年代に従って高くなっていた。「おおいにそ
う思う」は２０代、４０代、５０代で１０％以下と低かった。
これからのあり方については、肯定的意見が９割を超え、全ての年代から期待
が寄せられた。

現在の評価については、全地域で肯定的意見が５割を超えたが、特に守門、入
広瀬地域での評価が突出して高かった。
これからのあり方については、湯之谷地域が一番低くて８７％の肯定的意見で
あり、入広瀬地域では１００％であった。このように様々な交流の場として小
出郷文化会館に寄せる期待の大きさが窺われた。
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Ｃ世代や地域の様々な交流の場となっている（現在）
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Ｄ　文化により地域を創造し発信する場となっている

①　性別

②　年齢別

③　地域別

「おおいにそう思う」は現在の評価もこれからの期待も女性の方が高かった。
これからのあり方では男女ともに同程度の肯定的意見であった。

現在の評価では、年代が上がるにつれて肯定的意見の比率が高くなった。
これからのあり方では、２０代から６０代まで年代が上がるにつれて肯定的意
見の比率が高くなった。

現在の評価では湯之谷地域だけが肯定的意見が５割を切ったが、他地域では６
割弱から８割弱までの高い評価を得た。
これからのあり方では、全地域で９割超えに迫る大きな期待が寄せられた。
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Ｄ文化により地域を創造し発信する場となっている（現在）
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おおいにそう思う まあそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない
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(4)　会館に期待すること　～これからの小出郷文化会館に期待することは（2つ以内）～

◎全体

◎クロス分析

①　性別

②　年齢別

③　地域別

クロス 1位　　% 2位　　% 3位　　% 4位　　% 5位　　%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実

市民主催行事に対

する支援

高齢者・障がい者

利用の配慮

簡素な利用申し込

み方法

男 23.1% 21.6% 15.4% 12.5% 10.1%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実
交通の利便性

女 27.7% 20.2% 12.4% 11.6%

10代 25.0%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実

簡素な利用申し込

み方法

20代 25.9% 18.5% 14.8% 11.1%

使いやすい利用料

金

市民主催行事に対

する支援

会館主催事業の内

容充実

簡素な利用申し込

み方法
その他

30代 27.9% 25.6% 20.9% 11.6% 7.0%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実

市民主催行事に対

する支援

簡素な利用申し込

み方法

高齢者・障がい者

利用の配慮

40代 29.0% 27.4% 14.5% 9.7% 6.5%

高齢者・障がい者

利用の配慮

市民主催行事に対

する支援

簡素な利用申し込

み方法

50代 28.4% 10.8% 9.8% 8.8%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実

高齢者・障がい者

利用の配慮

市民主催行事に対

する支援
交通の利便性

60代 23.6% 20.0% 14.3% 12.9% 10.0%

使いやすい利用料

金

市民主催行事に対

する支援

開館時間の配慮・

会館主催事業の内

容充実

70歳以上 30.8% 19.2% 11.5% 7.7%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実

高齢者・障がい者

利用の配慮

市民主催行事に対

する支援

開館時間の配慮・

市民活動に対する

助言・指導

堀之内地域 27.4% 19.0% 11.9% 10.7% 7.1%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実

市民主催行事に対

する支援

高齢者・障がい者

利用の配慮

簡素な利用申し込

み方法

小出地域 26.6% 23.8% 15.4% 9.8% 8.4%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実

簡素な利用申し込

み方法

市民主催行事に対

する支援
交通の利便性

湯之谷地域 26.2% 24.6% 13.8% 12.3% 9.2%

使いやすい利用料

金

会館主催事業の内

容充実

市民主催行事に対

する支援

広神地域 24.3% 18.4% 14.6% 12.6%

市民主催行事に対

する支援

高齢者・障がい者

利用の配慮
交通の利便性

守門地域 18.9% 17.0% 15.1% 11.3%

簡素な利用申し込

み方法・市民主催

行事に対する支援

入広瀬地域 30.0% 15.0% 5.0%

市民主催行事に対

する支援

その他 50.0% 25.0%

男女ともに、１位は「使いやすい利用料金で、２位は「会館主催事業の内容充
実」と同じだった。

各年代とも１位は「使いやすい利用料金」だったが、２位は「会館主催事業の
内容充実」を２０，４０，６０代があげ、３０代は「市民主催事業に対する支
援」７０歳以上は「高齢者・障がい者利用の配慮」「交通の利便性」をあげ

全ての地域で「使いやすい利用料金」が１位になり、「会館主催事業の内容充
実」が守門、入広瀬地域では同率１位だった。他地域では２位となった。

「使いやすい利用料金」が回答の４０％超で１位となった。次いで「会館主催
事業の内容充実」が３５％を占めた。以下、「市民主催事業に対する支援２
３％、「高齢者・障がい者利用の配慮」２２％が続いた。

簡素な利用申し込み方法・高齢者・

障がい者利用の配慮

使いやすい利用料金・会館主催事業

の内容充実

使いやすい利用料金・会館主催事業

の内容充実

高齢者・障がい者利用の配慮・交通

の利便性

会館主催事業の内容充実・市民活動

に対する助言・指導

高齢者・障がい者利用の配慮・交通

の利便性

高齢者・障がい者利用の配慮・市民

主催行事に対する支援

使いやすい利用料金・簡素な利用申し込み方法・市民主催行事に対する支

援・その他

高齢者・障がい者利用の配慮・市民

主催行事に対する支援

使いやすい利用料金・会館主催事業

の内容充実
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その他

市民活動に対する助言・指導

開館時間の配慮

簡素な利用申し込み方法

交通の利便性

高齢者・障がい者利用の配慮

市民主催行事に対する支援

会館主催事業の内容充実

使いやすい利用料金

これからの文化会館に期待すること（全体）
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№　 Q1　現居住地



№ Q4　普段興味のある芸術鑑賞や趣味、レジャー
5 コンサート
38 詩吟
46 手芸
89 登山、ハイキング
94 芸能・皇室関係
116 オートバイツーリング
125 釣り
143 太鼓
152 郷土芸能の一部
154 文化講演会への参加
155 魚沼地内よりの初心者のハイキング
158 発明品やロボット
160 園芸
161 温泉
166 アウトドア
173 歌謡曲（昭和日本の歌）
181 釣り
201 魚釣り
209 歌謡コンサート
231 花
268 登山
277 きまぐれで不特定。特にはない。
336 生け花

№ Q5　SQ-1　この1年間の文化活動への参加が「1回もなし」と答えた方の主な理由
79 寝たきり
128 体不自由
135 年寄りになったから
156 要介護度3
191 特に理由がない
199 高齢のため
216 足が不自由
289 気力がない
290 体調が悪いため
310 高齢のため
312 足腰が不自由

№ Q7　これからの市の予算に係る経費で、特に重要と思われるもの
113 若者の就職先
176 節制
276 全てやってもらいたいが、あまりにも遠すぎて参加したくない。
300 子育て支援
336 雇用、職業訓練、斡旋等

№ Q8　魚沼市にぜひ継承し、活用・発展させていきたい魚沼市の歴史的な文化
5

106
109
152
155

158

276

魚沼市に歴史的文化があると思えないし、思いつかない。
魚野川での鮎釣り風景文化・魚の川の雪景色
自然
堀之内十五夜祭りなどの島河屋台連さんと稲荷町屋台連さんと踊り娘さん達の活躍。

郷土の素材からの「ものづくり」
全て参加したいが遠すぎて、近い人達だけの施設になっている。参加バス等が出ると嬉しいのだが
…。

子ども達、時間が無いのはわかりますが、自然と触れ合う（凍み渡り・川遊び・花・野菜（きゅう
り、稲）・うさぎ等動植物を育てる・縄跳び・木登り等外で遊ぶ等体験してほしい。

2



№
5

17
155
158

171

276
277
296
336

№ Q10　これからの魚沼市において、どのような文化活動が盛んになってほしいと思うか
8
21
80
171
179
213
276
326

№ Q11　文化会館に行ったことがない理由
5
17
27
82
152

189
228
251
257
271
281
310
331

№ Q12　SQ-1　これまでの文化会館への来場・利用頻度
5 ない
8 今までに2～3回
10 5年に1回
37 中学生の時に行ってから現在まで利用していない。
78 今まで6回くらい
116 ない
128 以前
141 27年に1回
144 2年に1回くらい
158 3年前に行った
160 年1回以下
164 数年に1回程度
195 2回程度
198 2回のみ
199 1回
201 今までで10回くらい
213 まずない
217 3年前
258 小中学校の行事で何度か
285 数年に1回
291 ほとんど行かない
296 無い
318 今までに10回くらい
320 3年に1度くらい
322 多くても1回
326 過去に数回
331 無し
338 今までに1～2回

時間がなかなか作れない。
高齢のため
情報が無い。一部の人間だけ。

用事がない
機会がない
興味のあるものがないから

近くの住民だけが楽しめる活動だ。バス運行が大切なのではなかろうか…。
無理な背伸びのために予算を使う必要なし。

興味のある催しがないから。
自営業のため、催しがあるとき行けないことが多い。（土日など）
行く機会がない
時間がない

南魚沼市の様にコンサート等をしていただくと行きやすい。よくあちらには行きますが、小出郷文
化会館は行ったことがない。

年間の市の行事を増やすなど。例えば春の体育祭、夏の盆踊り、秋の日帰りツアー、冬の除雪ボラ
ンティア。

図書館の蔵書を増やしてほしいです。

Q9　身近な地域（町内・集落）での文化活動をもっと活発にするために、魚沼市に対し、要望すること

全部ダメ。
「ありがとう」、「すみません」が言える子どもに育ててもらいたい。
特にない
ボランティアを充実させる。（区、班単位で1年交代）
未婚やひとり親、介護が必要な家族のいる家庭に対しての活動が行われてほしい。
費用がかからない習い事

施設ではなく何もない所より作る事、行動（遊ぶ）を子ども達に伝える、考えさせる。
働く労働者も参加される文化公演

助成金を多く出してほしい。

子どもの頃の風俗封風習の事を知りたいと思う。
守門役場利用がない
サークルに入っていなくても発表できる場があったら良いと思います。

第一に遠い。（小出駅の位置が悪すぎる。）第二に、今のところ「どうしても行きたい」と思うイ
ベントが無いから。
身内で入院している人がいるので。
足を運ぶ機会がなかった

3



№ Q12　SQ-2　これまでに文化会館の来場、もしくは利用されて、どの程度満足かその理由
5 まったく満足していない 南魚沼市は行きます。興味のないのばかりだから行かない。
62 あまり満足していない 子育て中なので、子どもとも楽しめる催しが少ない。
72 まったく満足していない 一人住まいの高齢者で交通手段と情報がない。
84 あまり満足していない 高齢者には交通手段が乏しい。土日曜に乗合タクシーがないため。
133 まあ満足している 駐車スペースが少ない
150 まあ満足している 映画やクラシックコンサートがリーズナブル価格
158 まあ満足している 公演者との交流が出来なく、一方的で終わる。
161 あまり満足していない 駐車場が狭い
163 会館は利用してはいない。外の広場の祭りのみ。
164 まあ満足している イベント時は駐車に苦労する。路上駐車もよく見かける。
169 あまり満足していない 冬のトイレが冷たい。水飲み場が中にほしい。
176 まったく満足していない 満足云々以前に質問の意味がよく解りません。
177 とても満足している 旅行にも行けないため、近くにある文化会館に出かけるのが唯一の楽しみです。

227 あまり満足していない 駐車場が狭く、車を停めるのにいつも苦労する。
284 あまり満足していない 興味のある催し物がない。
305 とても満足している 音響設備がとても良いと聞いています。その通りだと思います。
317 まったく満足していない 利用頻度が無いに等しいのでよくわからない。
326 まあ満足している 観たくて行ったイベントだから。
332 あまり満足していない 活気が少ないからだんだんと市民と一緒に盛り上げるのが無くなりつつある。

№ Q13　文化会館の催し情報を何で知るか？よく見るもの
53 ホームページ
66 ラジオ
152 身内がよく舞台に立つので話に聞く。
154 ホームページ
160 学校関係
216 家族
325 学校からの配布チラシ
326 知ろうとしない

№ Q15　今後、文化会館の催しで、やってほしいと思うもの
52 アイルランド民謡
60 子どもも参加できるコンサート（クラシック、子ども向けのものなど）
94 一流芸能人のコンサート
152 セミナー系の何か。習い事か一般参加型の何か。
158 地域文化の催し
171 食事会など
179 生き方や商売を上手に展開するセミナー
185 講演会
213 税金がかからないもの
285 お笑い
306 歌舞伎
320 地球のステージ
331 情報発信

№ Q16　SQ-2　出前コンサートに行ったことが「ある」と答えた方の満足度の理由
169 まあ満足している 近くには行けますが、夜遠くの会場へは行けない。内容は満足しています。
284 まあ満足している 近くで開催されたから。
332 まあ満足している いろいろな場所で聴けるから。

№ Q16　SQ-4　今後、出前コンサートで行われる催しで、やってほしいと思うもの
152 子どもが喜ぶやつ。ヒーローショーとか。
285 お笑い
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№ Q17　文化会館のイメージ
5 何をしているのかわからない。
8 ムダ
41 使いずらい
52 未知
116 催しをやる所
152 縁のない人は本当に無縁。
154 疎遠
159 気軽じゃない
171 公共施設
179 良く頑張っている
213 使いずらい・足が無い
237 ダメ
258 小中学校の行事で利用するだけ
283 あまり身近でない
284 遠い存在
285 身近でない
297 近寄りがたい
320 文化に触れる
338 浪費

№ Q18　SQ-2　これからの文化会館のあり方
8
10
38
60

62

69

144
158
159
160
171
177
227
276

285
297

325

№
10
67
144
152
170
176
209
285
297

文化会館そのものの具体的な宣伝等。知らない人は本当に知らないので。
すべての市民に門戸が開かれていること
行きたくなるような工夫
駐車場の確保
喫茶コーナーを作る（軽食がとれる）。長岡の博物館のように。土産物を置く。
有効に利用されること

もっと積極的に頻繁に催し物をしてほしい。

魚沼には映画館が無いので、もっと頻繁に映画を上映してほしい。

もっと市民が利用しやすい環境を作ってほしいです。

高齢者でなく、若者がもっと利用しやすくした方がいい。
広報活動
車が無いから行けない。

子どもがいないからわからない。
地域素材を生かした料理・寝具・建築材等を世界に広げる会館。
若い世代も興味を持つような文化活動をしてほしいです。
せっかくある施設なので、遊ばせないで有意義に活用してほしい。
催しものの充実と計画的な使用頻度を実行する。
小出郷でなくてはならない大切な人間育成の場所だからです。

ただ見るだけでなく、みんなが参加できるものに。
もっと若者に集まってほしい。今のままでは無理。
クラシック音楽については、市民の理解度に配慮してほしい。

チラシを入れたら。若い人でもたくさん来場しそうな催し。アーティストの公演・コンサート。魚
沼市は休日、夜間に預けられる保育施設も少ないので、子育て中の人が文化会館を利用しずらい。
子育て中の人でも来場できる「おかあさんといっしょコンサート」のような催しがあるとよい。

文化会館でのイベントや、会館自体の利用方法など、もっと市民にわかるように伝えてほしい。
（HP・市報などで）

利用者が多いのでしょうか？会館より遠い人達10k～20k以上の人達が、本当に今の場所に作って良
かったのうと言う人達何人居るでしょうか？近くの人達の憩いの場でしかないと思います。「もっ
たいない」施設だの一言です。

年寄りは行きづらい。今更あり方について問われてもと感じます。催し物など常時なければ意味が
無いのではないか？

推薦したい催しが行われる場合は、町内会区長などへの働きかけをやれば、小出中心の客が多くな
ると思う。

Q19　これからの文化会館に期待すること
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№
2
5

8

9

10
11

12
37

38

39

51
58
59

60

61

62

63
64
65
66
67
68

69

149

150

152

153

154

156

158

159

161

162

催しに出席したいが交通の便がよくない。高齢者や車の運転のできない人の為に、送迎の車を用意
してほしい。
年を取り運営方法などは私共には考えられません。

労働者にとって縁遠い会館と思う。雪国や里山の文化等の魚沼の生活に関わる料理や寝具、建築住
宅等の情報を交換し合う場を提供したらもっと会館に行かれる。
コンサートを充実させてほしいです。

市の活動として、市の運営が良いと思う。
プロレスは良かったと思います。
若い人達に適した催しが多い。私たち高齢者にはあまり関係がないように思う。高齢者になれば足
がなく交通の不便がある。プロの歌手の興行も考えてほしい。
コンサートがもっと増えることを期待する。
野外施設を含めプロ、アマを問わず、各種ジャンルの個人・団体に活動の場として施設を開放して
ほしい。
子ども達の感性を磨く場として、発見・驚きが子ども達の一生を左右することが多いと思うので、
学校、学年単位で無料でクラシックコンサートに招待したり、一流の演劇は必ず子どもの心を豊か
にすると思うので経験させたい。基本、魚沼市の小・中・高校生は無料というのはダメですか？

Q19　その他、文化会館に対して、今後のあり方、運営方法などに対するご意見
映画の招待券うれしいです。館長の報酬まだ高すぎませんか？

子ども対象（障害者も来ていい）のセミナーやコンサートなど、バリアフリーな行事を増やしてほ
しい。
文化会館の運営については、管理費が膨大で市からの持ち出しが多く、特に最近は営業収入も減少
傾向にあり、管理面の刷新が必要である。特に17年間も頑張っていただいた館長は交代が必要では
ないかと思う。
柏崎市の出身です。むこうには「芸術協会」というのがあり会員制になっていましたが、魚沼市は
どうですか？未成年の間しかいなかったので利用したことがありません。母が会員で、会費を払
い、興味のある催しに一般より簡単に申し込みチケットが取りやすいようでした。若い人や学生で
も聴きに行きたいコンサートも時々あり、行ったことがあります。（中～高校生時代）魚沼市はそ
のような協会を立ち上げていないようだと、若い人の利用は増えないと思います。少し頑張って有
名なアーティストや文化人の招待に力を入れてください。

催しものが良くわかる様に宣伝、告知をしてほしい！
娘がミュージカルでお世話になりました。市民参加でお願いします。
雰囲気が暗いと思いますので、明るく。

文化会館の催しというと、クラシックやジャズコンサートしか行っていないイメージがあります。
もっと多様な催しを行ってほしいです。（若い人も興味を持つような）屋外も良いスペースなの
で、もっと活用してほしいです。
魚沼近辺には映画の常設館がなくなり、大変寂しく感じています。文化会館の映画上映にはいつも
期待しています。
既にやっているかもしれないですが、ここに行けば催し物（文化会館）がわかるという場所を設定
し、もっと皆がわかる様に周知したらいいと思います。まだ宣伝が足りない様な…。
催し等が行われてもあまり伝わって来ません。もう少し皆さんに行き届くようにしてほしい。
花をたくさん植えてほしい。
交通が悪く、車に乗れない人は行けない。

子ども達が親に「連れて行ってくれ！」とせがむようなイベントを多く行うこと。例えばタミヤと
協力して「ミニ四駆レース大会」（？）とか。小規模でいいから、将棋大会とか麻雀大会とか。散
発的にやって「文化施設」としての存在をアピールするとか。色んな人が参加する機会を増やすと
か。

小出郷文化会館の館長給料が高すぎます。周辺の長岡市立劇場、南魚沼市文化会館など他の施設長
と比べても一目瞭然です。市民感情としても受け入れられません。せめて年俸200万円～300万円位
にすべきだと思います。
僅か4万人の地方都市には立派な「ハコ」すぎる。市外の利用者も多く、市が関わる事業として
は、各地区での文化の醸成をすべき。また、一館長が長く勤めることも問題である。
アンケートに協力出来なくて申し訳ございません。主人は出かけるとすればデイサービスに行く事
だけです。その反対私は老人会に入っていますので、高齢者大学等で文化会館に行きます。催しも
のがあるたびに友達に誘っていただき良く行きます。魚沼に文化会館があって良かったと思ってい
ます。

市民の興味のある、行ってみたいと思う行事を行ってほしい。わざわざ南魚沼六日町や長岡までは
遠いです。
一部の人に高い給料を払い、他はボランティアというのではうまくいかない。給料を半額にし、半
額はボランティアの人に払え。責任を持ってことに当たってもらうようにしなければ！
建物があるので利用を多くすると云うことだけで、市民全員が期待する事業はやっていないと思
う。
若者向けのイベントをもっと増やしてほしい！
子ども達が良い音楽に触れられるよう、授業として招待してほしい。西城秀樹のコンサートお願い
します。本物を見て聴いてみたい。

市長、文化協会長、館長、室長、すばらしいメンバー。大変でしょうが頑張ってください。
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お酒を飲みながらの落語がまた観たいです。魚沼らしい文化会館であるためには、市民と一緒に考
えないとだめだと思う。子どものためにも教育委員会とか参加すべきと思う。
市外の人との交流を深められるような企画を増やしてもらいたい。
市内各地域の行事である盆踊りも素晴らしい文化ですが、年々参加者が少なく消滅傾向です。景品
付き番号団扇を渡したりして継続しています。高校生や小学生に太鼓叩きを教えて参加してもら
い、今のところ廃止を逃れています。子どもが参加することによって大人も出て来るので、親から
協力していただいて子ども達から多く参加してもらうよう努力しています。
市報又はケーブルテレビで、文化会館の展示場等、個人でも自由に何でも発表出来るスペースがあ
れば嬉しいと思います。少しの場でも良いと思いますが。※個人で短歌、俳句をやっていますが、
発表の場がありません。
お金はかかるだろうけど、いろいろなジャンルからの文化振興がほしい。その必要なお金は、多く
の人を集めることで回っていくようになると最高だと思うが、難しいですね。
普及、継承活動でまちづくりという事ですが、無形だけでなく町並み等の有形と組み合わせて、
“魚沼らしい文化”の具現化を進めた方が人を呼び込めるのではないでしょうか。

まずは健康からと考えます。
今後さらに増えてくる高齢者向けのイベントをやるのはとても重要だが、若者の流出を止めるため
にも、若者向けのイベントを増やしては？10～20代がどのくらい文化会館を利用しているのか？
合併して間もなく10年。魚沼市の文化振興をと誇るのならば、いつまでも「小出郷」の冠を付けて
いるのはおかしい。それを感じない、又は外そうとしない運審委員など要らない。正式名称「魚沼
市文化会館」、相性「○○○○」（公募）として、「小出郷」でない「魚沼」全域市民のため「文
化会館」にしていくことからが、市の文化振興の第一歩と思う。

一流の芸術に触れる機会を沢山作る。
花壇やプランターに昔からある花々を植えてほしいです。
魚沼市の歴史や民話などおもしろくまとめた映像や展示物を常設したら良いと思う。

楽器、舞踊、伝統芸能など教えてほしい。講座開設もっと頻繁に色々な催しがあっても良いと思
う。宝の持ち腐れだと思う。何につけかんにつけもっと使用すべき。そのためには使用料も安く！
頑張って考えてください。
市の活動、方向性は評価しています。あとはやり方やアプローチ。やった、実施したではなく、効
果・効率を重視したやり方やアプローチを意識してほしいと思います。大切なのは多くの人を巻き
込む、そして楽しんでいただくことを根幹に、目的を達成させることかと思います。
郷土料理等もぜひ文化振興の中に組み入れてほしいです。
魚沼市や新潟県出身の芸能・文化活動に活躍されている方の講演・トークコンサートなどを開催
し、若者達が夢や希望の膨らむ機会となるとよい。
学校の発表を市全体でやってもらいたいです。
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